
なまず絵

9 )-J 1卜1Ijij f炎の1幼災.i/!i!!/¥lには、テレビで災，i;:1見J

係の昇子市Ilを政j三する ζ とが少なくないが、Jl卜liili

1':'1い上必1Mをみた。リυIii.l也J./tの r.t也民防災刈策必dヒ

I也.1，九にある m'li(;I~， ~ i ， 'iJJく d i の " 1 =ì_:1リj 災計 l*，\~のひと

つで、 f l切 災 (rvfi J を ~In っ ているのである。 お名き

りの 11土 '1 1 にも J也2三を，忘 ~Lないようにとい う 内己 I， IJ:i'だ

そうだが 、 その i:!t ~ ~fi(二、 rl山民くるかとなまずに

IJllけ(i?11I1析したとき ?Ilil析したときく るという Jと

いう文句があったのは、 印 象的だった。

なまずをI也22のJJ;U主!とみなすいffljは、山くから

あ っ た@ 針H:II .\" 1~の佐久 11 '. 1 1 '，]の !パ屯・ どには、 J也 í~~~

止LともJ也記引!とともみえるものが，1没っているが、 /1:

FiJl.)代のlじ徐 ，~i :: ノj(11'-川には fj-也b14ーなまずJ ，fSe， 

が発生し、次第に己主ー還していっ たといわれている

( 今H'りJ-I l i 引なのざれごと ~)。 これは、なまずが

I也氏にiu.'J.i必であるという料i倹(Ie)'j¥-ゾ計二111>1えしてい

るが、 I也j.J~となまずの|均係をも っ とも象 ïJí(1リに If、

しているのは、弘_:u文i1:戸jむ24の後におびただしく

11¥た 「なまず松」であろう。

ムム此 :2( 1855 ) il:.~ i' ft: R 11.')ごろ、 I1戸Iを決 った1((

ド1[;'1:t也Uiは、 7千人とも Ih人ともいオヲuる人(1'，)

f}~ '，'::を'1'.じたん災計千であった。 そして .このJ也Ui

の 1((後から、さ まざま な|刊行物が，'IPJ[している。

たとえば、かわらJ:liや釧訟などだけでも尖lこ:，()()

以 1'，におよんだということである， なまず;土もそ

うしたもののひとつであリ 、工夫政J也記といえばな

まず治、なまず治といえ(i安政J也民をi1(氾(するほ

ど ‘ |央l係が ?Å~ い。

こうしたなまず拾のなかには‘ 「ちょ lまくれ」

や 「おおつぶれぶしJ といった消防 な戯文，測のも

のが少なくないが、なまず拾の[i)f究家であるオラ

ンタ'人のC，アウエハントによれば、なまずt会の

モチーフのひとつは、災jmよけのまじないてある。

江戸では地21=のときに「刀一位決)/，:&'Jr!::'"とlliIえ、|見1

115ては fill:if(しIII:i{1し」 と¥ltllえたという (どr1サIY.J

"'，i， 1日H~/i!日 が、こうした友!起のら・ まず佑む多い。

もうひ とつのモチーフは、 J也24カ，'JみtUしたさま

ざまな社会JJ[象を Ht~~ilj したり j~li -M~ したリするもの

である。 たとえば、あこぎに令I.r~けをしていた 「民

お J がj山県で!!~ J)I，:を尖ったり、 J必に 11ごろイri:に'h
欠いていた大コ二やk行弘・どの刷人がii11 11 '1;(~( で' 31;J

j民リがよくなったこと を、お むしろおかしくV，'Iい

ている。

む ち ろ ん、こ~1. らのモチ ーフ カr a'u，ニ しているむ

のもある 。 |χ11 がその例で 、 ギ j !ilJ)では J.: ~I:~の足の

|ずのなまずが 「もううごかぬからはなしてくだせ

ヘ、 ヤレ，;，ざいらく万ざいらく J と 、 _:./~と J山i24

をJ包こ さないことを汚っている。/d'，(こは 「人:~，I ，~ 

のっち助かしてTli'l'に・ー，:・の山を砧みぞめでたき J

とあり‘ IIIJ人がノl、1'1)をHtい集めている。I;RI:2の

f，むんよしIJ日 大なまずゆらひ」は lズ汁 に、 J也j~~

の被 'I i ;: を'1:けた J佐久ーやたいこもちが 、 なまずを 1;t~

らしめ'IHみをはらしてい るシ ーンである g

なまず拾の多くは.1'1ト"Jを'立・けないイ<1;，'I'，I:Jiで、

j上J己リや J ，li~flのつるしヲじりで j~l) かれたとのことで

あリ (ノHH'禿刈:rかわら J:.別企， ~iffJ}、ほとんどの;i'/c

.r，'は11故人や|亡)川IIIJ民だったとご(;包!さ れるロかれ ら

はなまず拾によ っ て、 J也 íl!にが '1て み n~ し た皮肉な

に|止，((しJ .fJL象をうiミしみ、リ ゅう飲を Fげたにj主

いないのである。 (東京大学助教授 広井11斉)
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